
岩手大学・国際教育センター・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１１２０１

基盤研究(C)（一般）

2022～2020

学習者の英語スピーキング能力評価方法の開発と実証実験

Development and Demonstration Experiment of English Learner's Speaking Ability 
Evaluation Method

５０３４４６２７研究者番号：

尾中　夏美（ONAKA, Natsumi）

研究期間：

２０Ｋ００８５５

年 月 日現在  ５   ６ １９

円     3,200,000

研究成果の概要（和文）：本研究の目標は、日本人大学生を対象として、①英語を使ったやり取りの能力を客観
的に評価する指標案を開発し試行すること、②技能を客観的に評価する方法として、第三者評価者が評価基準に
従って評価するためのIT技術を活用したシステムの試案の構築である。
これまで実施されていたスピーキングテストの多くは試験官が被験者に英語で発話させる、知識中心の「英会話
能力テスト」が主流であった。一方、この実証実験では、自分の持っている英語対話能力を発揮させて会話相手
との自然なやりとりがどれくらいできるかを判定するテストの開発に向けての第一歩となるシステム構築であ
る。

研究成果の概要（英文）：This study targets Japanese university students. The goals are (1) to 
develop and test evaluation criteria for objectively evaluating the ability to communicate in 
English, and (2) to develop a method for objective evaluation of skills by third-party evaluators 
according to the evaluation criteria. It is the construction of a prototype of a system that 
utilizes IT technology.
Most of the speaking tests that have been conducted so far have been mainly knowledge-based "English
 conversation ability tests" in which the examiner asks the subject to speak in English. On the 
other hand, this demonstration experiment is the construction of a system that will be the first 
step towards the development of a test that will determine the extent to which a person can 
communicate naturally with a conversation partner by demonstrating their own English conversation 
skills.

研究分野： 英語教育

キーワード： 日本人大学生の英語会話力測定　インターアクション　対話力評価　対話の動画撮影による評価　LMS活
用　オンラインでの対話力評価システム開発
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研究成果の学術的意義や社会的意義
英語能力試験は多く存在するが、その多くは受動的な能力判定が中心であるため、試験で高得点を獲得しても実
際の英語でのやりとりはできないという事例が多くみられる。英語を使用する目的と能力判定の基準にずれがあ
ることに起因している。現在使用されているSpeakingテストも、試験官の問いに対して英語で適切に返答できる
かどうかが判定基準となっており、何か目的を持った話し合いの中でのやりとりの能力を判定する構成にはなっ
ていない。本研究は実際に自分の持つ英語コミュニケーション能力でどの程度の用が足りるのか（何ができるの
か）を客観的に見える化することに社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 これまでの英語学習者の能力測定は一般的に Listening と Reading を中心に行われ
てきており、Speaking 能力測定試験の普及はこれまで限定的であった。Speaking 能力
の評価については、海外での実践として、T. F. McNamara と T. Lumley (1997) によ
る実証実験では学習者が英語ネイティブと口頭でやり取りする音声を録音し別の評価
者が客観評価を試みた。課題として研修を受けた評価者の人数に限界があることとカセ
ットテープに録音された音源のみに頼ることで実際のやり取りの評価そのものに限界
があることを指摘している。日本での最近の試みとしては CEFR-J を活用し、５分間
の被験者との対面による Speaking 力測定の実践例が報告されている。この実践では日
本の国立大学で 14 名の評価者が 6 コマ分の時間を 3 日間使って学生に個別英語面談を
行った。面談実施にかかる膨大な労力の他に、事前の評価者間の評価基準の統一方法や、
被験者との会話をしながら同時に評価ルーブリックに記載することが困難であるなど、
運営上の様々な課題が報告されている（C.R. Hennessy and N. Becce, 2015）。 
 昨今の社会のグローバル化に対応して、言語習得の過程における Speaking 能力を
CAN-DO 指標をベースとしたルーブリックで客観評価し、教育活動に生かしていくた
めの方策を確立することは喫緊の課題と言える。英語学習をベースに英語での自然なや
り取りで「何ができるか」を評価できる標準化した指標を参照しながら、グローバル社
会での実用性を重視した英語運用能力の育成が求められている。一方で A. Green 
(2016) は適切な教員支援なしに変革することは現状維持を志向する教員の反発を買い
成功しないと警鐘を鳴らしている。学習のアセスメントのための方向性を指標で示せる
ルーブリックを作成し動画による客観評価を導入することで、各学生の口頭コミュニケ
ーション技能レベルの公正な把握と、担当教員への適切な支援を提供することにより、
語学教育の質向上を実行する方策を開発する必要性が背景である。 
 
 
２．研究の目的 
 英語能力試験は多く存在するが、その多くは Reading と Listening といった受動的
な能力判定が中心であるため、試験で高得点を獲得しても実際の英語でのやりとりはで
きないという事例が多くみられる。現在使用されている Speaking テストも、試験官の
問いに対して英語で適切に返答できるかどうかが判定基準となっており、何か目的を持
った話し合いの中でのやりとりの能力を判定する構成にはなっていない。本研究では、
ボディーランゲージなど非言語も含めた英語でのコミュニケーションが、どの程度でき
るかを測定する評価基準とシステムを、日本人大学生を被験者としたプロトタイプに改
善を加えながら構築することを目的とする。同時に、評価者の評価基準が安定するよう
に、評価項目と基準の見直しを繰り返すことにより、平準化した基準を作成し、試行し
た。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究は４つのパートに分けられる。①LMS(Learning Management System)の動画管
理システムを活用して会話テストの運営方法を開発した。被験者のパフォーマンスを記
録した動画を Moodle という LMS に搭載し、第三者である評価者が評価可能な画質や音
質で保存し評価表との紐付けをするための手順や設定方法を確立した。②口頭コミュニ

ケーション力評価のため
に日本人大学生に適合し
たトピックやレベルに応
じた質問形式を開発した。
大学生が会話構築可能な
トピックの候補を試行す
るとともに、能力差のある
ペアが被験者となった時
に、それぞれの被験者を公
正に評価するための出題
について知見を蓄積した。
③公正な形成的評価 CAN-
DO 指標を活用したルーブ
リックを開発した。当初 3
ポイント評価を検討して
きたが、中位の幅が広くな



りすぎるという問題が起こったため、複雑になりすぎないように気をつけながら 5段階
評価に改善した。④対話者・評価者としての教員の研修スキームを開発した。県外在住
や大学外所属の評価者に LMS 上に搭載された評価用動画の評価を依頼し、評価作業につ
いてのフィードバックを得た。このコメントを元にして LMS の評価者用ページの表示方
法を改善し、間違いなく容易に作業が進められるように改編した。全体のシステムは上
の図に示す通りである。 
 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は以下の通りである。 
① 英語の Speaking 能力評価項目を英語に関する知識（文法、構文、発音）に限定せず、

英語でのやりとりに必要な要素（ジェスチャー、コミットメント、代替表現の使用、
対話する相手への働きかけなど）も評価項目に加えた。正確さよりも話者が与えら
れたタスクをどのように完了させるかに着目し、より現実的なコミュニケーション
力測定に評価軸を設定した。 

② 現時点では被験者は対面で対話を行っているが、将来的には完全オンラインでの実
施の可能性も視野に入れた。これにより、将来的にパンデミックが再来した時でも
対応が可能となる。 

③ 能力試験を実施する学校で評価者となれる英語教員の数が十分に確保できない状況
であっても、オンラインでトレーニングを受けた評価資格保持者があらかじめ定め
られた評価基準で評価ができるので、地域性に縛られずにパフォーマンス評価が可
能となる。 

④ 現時点ではプロトタイプ作成の段階であるが、今後、より多くの大学生を対象に実
証実験を行い、複数の大学でも実施してデータ数を増やすことが必要である。これ
については本研究に参加した分担者が引継いで、English peer-to-peer 
interaction assessment system with online capacity (課題番号：23K00591)が
採択されており、今後３年間で成果を発展させていくことが期待される。 
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